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令和7年度 アレルギー疾患医療全国拠点病院連絡会議



Allergy Center, National Center for Child Health and Development

アレルギー中心拠点病院としての活動
〜国立成育医療研究センター〜

•アレルギー疾患に係る医師に対する研修支援事業
〜A・B・C 研修の実施について〜

•アレルギー疾患患者や家族等に対する相談事業
〜医師によるアレルギー電話相談室〜

•アレルギー疾患医療診断等支援事業
〜医師によるアレルギー電話相談室〜

•アレルギー疾患医療におけるMSWの取り組み
〜MSWカンファレンスなど〜



Allergy Center, National Center for Child Health and Development

（A研修）成育アレルギー中心拠点セミナーの開催
➢ 毎月WEB開催（基礎系・臨床系の隔月）

（B研修）小児アレルギー診療短期重点型教育研修
➢ 実地研修参加者に対する充実した研修内容を目指す
（Total Allergist研修）

（CD研修）専門修練研修
➢ 総合アレルギー診療エキスパート育成、臨床研究論文・学位取得のサポート

アレルギー疾患に係る医師に対する

研修支援事業



最新の知識と技術の双方を学ぶことが
でき大変有意義でした！

系統だったレクチャーでアレルギー診療
全般を学べました。

勉強会では大量の最新論文やトピックス
に触れられ、刺激を受けました！



Allergy Center, National Center for Child Health and Development

中心拠点病院におけるB研修「小児アレルギー診療短期重点型教育研修プログラム」

2週間（10日間,従来型）タイプ



Allergy Center, National Center for Child Health and Development

中心拠点病院におけるB研修「小児アレルギー診療短期重点型教育研修プログラム」

令和6年度より 5日間の研修プログラムを運用開始

（複数ある対面式レクチャーについて、開始時に希望を確認し、特
に重点的に研修を受けたい項目を選択して実施）

レクチャー内容は毎年更新 ※毎年アンケート調査を実施

・薬剤アレルギー/消化管アレルギーなども充実



Allergy Center, National Center for Child Health and Development

2025年度実績

•計21名（10日間 9名、5日間 12名）が参加（予定含む）

•内、都道府県拠点病院からの参加者は8名
→東北地方 3名、関東地方 1名、中部地方 2名、近畿地方 2名

研修参加者の内訳

10日間研修：9名
・拠点病院 3名
・その他 6名

5日間研修：12名
・拠点病院 5名
・その他 7名

都道府県拠点病院：8名
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食物経口負荷試験（IgE依存性）

食物アレルギーの食事指導、経口免疫療法

食物経口負荷試験（FPIES）

アトピー性皮膚炎の治療

難治性喘息の精査、管理

薬物アレルギー

舌下免疫療法

その他

特に研修したい分野（N=16）



Allergy Center, National Center for Child Health and Development

１．食物アレルギーの分類、鑑別疾患、診断法について説明できる

２．アレルゲンコンポーネントに基づいた食物アレルギーの診断ができる
３．（IgE依存性食物アレルギーについて）食物経口負荷試験が必要な患者と保護者へ、目的、リスクを説明し、負荷食品の量、負荷

時間間隔を設定して同意を取得することができる
４．食物経口負荷試験患者への給食オーダー、指示、処置オーダー、物品、投薬準備を行うことができる。その際のメディカルスタッフとの

連携について理解している
５．1日数例の負荷試験症例の観察、チャート記載、即時反応への対応を行うことができる

６．二重盲検法など特殊な食物経口負荷試験について理解し、実施できる
７．食物経口負荷試験の結果を参考に、具体的な摂取量や摂取方法、頻度を含めた食事指導を行うことができる

８．食物抗原の特徴に合わせた食事指導ができる
９．アナフィラキシーの症状・緊急時薬剤・受診目安を患者・家族に指導できる（アドレナリン自己注射薬の処方、使用法の説明）

１０．アトピー性皮膚炎の診断基準を説明できる
１１．アトピー性皮膚炎のバリア機能障害について説明できる １２．アトピー性皮膚炎の重症度評価ができる

１３．アトピー性皮膚炎のスキンケア法（石鹸洗浄、外用薬塗布）を、必要なツールを準備して指導できる
１４．アトピー性皮膚炎の悪化因子とその対策について説明できる

１５．寛解導入療法・寛解維持療法の概念について説明できる
１６．アトピー性皮膚炎の外用薬による治療と、起こりうる副作用、副作用を回避する使用方法を説明できる

１７．アトピー性皮膚炎に対する生物学的製剤を含めた全身療法の適応とその方法について理解している
１８．アレルゲン二重曝露仮説の理論を説明することができる

１９．アレルギー疾患発症のリスク因子と予防法について説明できる
２０．気管支喘息の定義・診断基準・鑑別疾患について説明できる

２１．気管支喘息の重症度とコントロール状態を評価できる
２２．気管支喘息の悪化因子を挙げ、環境整備について指導できる

２３．フローボリューム曲線の測定を正しく行い、呼吸機能検査の結果について患者（保護者）に説明できる
２４．呼気NO測定を正しく行い、結果を患者（保護者）に説明できる

２５．気道過敏性検査を行うことができる ２６．重症度に応じた喘息長期管理薬を選択できる
２７．気管支喘息治療における生物学的製剤の適応と使用法について理解している

２８．患児の年齢に応じた吸入デバイスの選択と、気管支喘息の吸入療法について、患児（保護者）に指導ができる
２９．喘息急性増悪時の対応を患者（保護者）に指導できる

３０．舌下免疫療法について、服用法、効果、副作用の説明ができる
３１．食物蛋白誘発胃腸症の分類を説明できる ３２．食物蛋白誘発胃腸症の診断法や鑑別疾患を説明できる

３３．食物蛋白誘発胃腸症の検査（経口負荷試験を含む）について説明できる
３４．食物蛋白誘発胃腸症の管理法について説明できる

３５．薬物アレルギーの定義・分類・臨床症状について説明できる
３６．薬物アレルギー評価の流れについて説明できる

３７．薬物アレルギー（の疑い）をもつ患者に対して、今後の方針について適切に説明できる
３８．皮膚テストの分類、適応を理解している

３９．皮膚プリックテスト、皮内テスト実施時の注意点を挙げることができる
４０．皮膚プリックテスト、皮内テストの手技を理解し、実施できる

研修結果の評価（１）「知識・技能」

研修評価方法

Kirkpatrickの4段階評価概念に基づき
・反応 (満足度)
・学習 (知識・技能)

・行動 (実際の行動変容) について
参加者自身が評価（研修前・終了時）
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前後の回答が得られた研修参加者13名の結果を集計
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Allergy Center, National Center for Child Health and Development

研修結果の評価（２）「プログラム満足度」

自由意見
• 自身の知識不足を実感し、学習意欲が高まった
• アレルギー診療の基礎から最新の診断・検査・
治療まで体系的に学べた

• ガイドラインを踏まえつつ、より実践的・具体
的な診療を学べた

• 日常診療の疑問点が解消され、診療の質向上に
つながる内容だった

• 患者・家族への説明や患者教育の重要性を理解
できた

• 経口免疫療法における工夫や加工品の活用が参
考になった

• 短期間でも非常に密度の高い研修だった
• 外来見学、検査、カンファレンス、レクチャー
が充実していた

• 指導が丁寧で、質問しやすい雰囲気だった
• 学んだ知識・経験を今後の診療に活かしたいと
いう意欲が高まった



Allergy Center, National Center for Child Health and Development

その他の研修事業（A研修①）

第30回成育アレルギー臨床懇話会
（東京都アレルギー疾患治療専門研修として開催）

令和7年8月28日（木）Zoomウェビナーによるライブ配信

一般演題：
「初期症状から重症例まで：新生児・乳児期消化管アレルギーの実臨床」

国立成育医療研究センター アレルギーセンター 神保 智里

「心理療法が奏功した難治性再発性好酸球性十二指腸炎の男児例」 
国立成育医療研究センター アレルギーセンター 谷口 智城

特別講演：「好酸球性消化管疾患と機能性消化管疾患」
順天堂大学医学部 小児科学講座 工藤 孝広 先生

493名の方にご参加いただきました



Allergy Center, National Center for Child Health and Development

その他の研修事業（A研修②）

成育アレルギー中心拠点病院
オンラインセミナー

月1回開催
臨床分野と基礎分野が隔月で担当
• 臨床（アレルギー臨床勉強会）

担当：国立成育医療研究センター アレルギーセンター

• 基礎（免疫アレルギーTerakoya勉強会）
担当：国立成育医療研究センター 免疫アレルギー研究部

4月17日（木）アレルギー臨床勉強会
「薬物アレルギーの管理について」

国立成育医療研究センター アレルギーセンター 平井聖子/鈴木大地
5月16日（金）免疫アレルギーTerakoya勉強会
「かゆみ研究によって明らかになってきた様々なかゆみの原因とその治療標的」

国立成育医療研究センター研究所 免疫アレルギー・感染研究部 溜雅人
6月26日（木）アレルギー臨床勉強会
「食物アレルギー児の安心な食生活を目指して」 

国立成育医療研究センター アレルギーセンター 福家辰樹/豊國賢治
7月4日（金）免疫アレルギーTerakoya勉強会
「疫学データと病態研究からみる好酸球性消化管疾患」

国立成育医療研究センター研究所 免疫アレルギー・感染研究部 森田英明
8月28日（木）アレルギー臨床勉強会・アレルギー臨床懇話会・東京都アレルギー治療専門研修
「消化管アレルギー・好酸球性消化管疾患の臨床」

国立成育医療研究センター アレルギーセンター 神保智里/谷口智城
「好酸球性消化管疾患と機能性消化管疾患」

順天堂大学医学部 小児科学講座 工藤孝広 
9月5日（金）免疫アレルギーTerakoya勉強会
「免疫研究者から見た「副作用・副反応」について」

国立成育医療研究センター研究所 免疫アレルギー・感染研究部 松本健治
10月16日（木）アレルギー臨床勉強会・東京都アレルギー医療連携研修会
「新生児乳児食物蛋白誘発胃腸症」

国立成育医療研究センター アレルギーセンター 梅沢洸太郎/消化器科 竹内一朗
「好酸球性消化管疾患」

国立成育医療研究センター アレルギーセンター 豊國賢治/消化器科 新井勝大
11月7日（金）免疫アレルギーTerakoya勉強会
「神経系によるアレルギー炎症制御の臓器特異性と臓器連関」 

国立成育医療研究センター研究所 免疫アレルギー・感染研究部 溜雅人
「アレルギー性気道炎症における自然免疫と獲得免疫のクロストーク」 

国立成育医療研究センター研究所 免疫アレルギー・感染研究部 長野直子
12月18日（木）アレルギー臨床勉強会
「ここが知りたい！アトピー性皮膚炎Q&A本音トーク」

国立成育医療研究センター アレルギーセンター 山本貴和子

名古屋市立大学大学院医学研究科 環境労働衛生学分野 大矢幸弘 
1月16日（金）免疫アレルギーTerakoya勉強会
「妊娠と免疫 アレルギー疾患との関連も含めて」

国立成育医療研究センター 女性の健康総合センター 女性免疫バイオメディカル室 本村健一郎
2月19日（木）アレルギー臨床勉強会
「Planetary Health and Allergy」

University of Western Australia Prof. Susan Prescott
3月14日（金）免疫アレルギーTerakoya勉強会
「アレルギー診療の今後の展望 〜技術進歩によりアレルギー診療がどう変わるのか〜」

国立成育医療研究センター研究所 免疫アレルギー・感染研究部 森田英明

参加者数
438人

295人

381人

245人

493人

237人

482人

207人
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その他の研修事業（A研修②）

成育アレルギー中心拠点病院オンラインセミナー
アンケート結果（4月〜12月）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4月 薬物アレルギーの管理

5月 かゆみの原因と治療標的

6月 食物アレルギー 安心な食生活

7月 好酸球性消化管疾患

9月 免疫研究者から見た 副作用・副反応

11月 神経系炎症制御/アレルギー性気道炎症

12月 アトピー性皮膚炎 本音トーク

アンケート結果

とても悪かった 悪かった 普通 良かった とても良かった



Allergy Center, National Center for Child Health and Development

C/D研修
研修の位置づけ・狙い
✓ 小児の重症・難治アレルギー疾患を、入院〜外来で一貫して担当
✓ 各種検査・患者指導等の診療技術を体系的に習得
✓ 英語文献検索と多読・精読を通じ、Evidence-based practice の設計力を強化
✓ 臨床研究に参画し、拠点病院リーダー/Physician-Scientist志向のキャリア形成を支援

主な到達目標
✓ 担当疾患：重症アトピー性皮膚炎、喘息、食物アレルギー、消化管アレルギー、薬剤アレルギー、HAE等
✓ 難治ケースの個別治療計画（薬物療法＋行動療法）を立案実施
✓ 各種負荷試験（薬物・食物・運動等）の習得
✓ 呼吸機能検査（スパイロ、IOS、FeNO）、気道過敏性検査（メサコリン、運動）
✓ 皮膚テスト（プリック、皮内、パッチ）と結果解釈
✓ 患者教育（個別・集団・テーラー化）と、退院後外来での寛解維持期治療
✓ 退院患者フォローに加え、初診を含む外来診療の比重を増やし総合力を強化
✓ 国内外での学会発表（症例報告/横断研究）を担当
✓ 臨床研究実務：ランダム化比較試験、出生コホート研究等

国立成育医療研究センターアレルギー関連 英文誌掲載数
✓ 2025年：46論文、2024年：26論文（全体）

アレルギーセンター総合アレルギー科フェロー（専門修練医）

現フェロー2年目 筆頭
英文論文数：6 (3+3)



Allergy Center, National Center for Child Health and Development

電話相談事業 2025年の実績
期間：2025年1月1日〜12月31日の12か月間
相談件数：144件（前年151件）

21都道府県から相談あり

相談者の背景

【概要】

• 患者・家族からの電話相談事業

• 医師による、週2回、1回1時間の電話相談

• 相談時間は1回につき15分以内とする
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居住地

北海道・東北地方：10件
北海道：3件 岩手県：3件
福島県：2件 青森県：1件

山形県：1件

関東：107件
東京都：81件
神奈川県：13件

千葉県：7件
埼玉県：4件
茨城県：1件

栃木県：1件

中部地方：7件
愛知県：3件 山梨県：2件
石川県：1件 長野県：1件

近畿地方：6件
兵庫県：3件 滋賀県：1件
大阪府：1件 奈良県：1件

中国・四国地方：1件
島根県：1件 九州地方：1件

福岡県：1件

海外：2件
オーストラリア：1件
タイ：1件
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電話相談事業 2025年の実績
期間：2025年1月1日〜12月31日の12か月間
相談件数：144件（前年151件）
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（拠点病院12件/その他7件） その他

相談結果
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妊娠・授乳期におけるアレルギー情報発信

妊娠中から正しいアレルギーに関する正しい知識を学び、
お子さんのアレルギー疾患発症予防や早期発見に役立てる
ためのオンライン教室を開催しています。

その他管理栄養士
の監修で離乳食調
理動画なども配信
予定
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（追）アレルギーセンター患者支援カンファレンス

お⼦さん（またはご⾃⾝）のアレルギーのために
⽣活やお仕事に⽀障が出ていませんか︖

両⽴⽀援コーディネーター（ソーシャルワーカー）は、治療と仕事の両
⽴を希望する患者さん（保護者さん）の、治療や業務等の状況に応じた
必要な配慮を整理・情報共有し⽀援します。
ご希望の⽅は、お気軽に患者相談窓⼝（1階）までご相談ください。

アレルギーセンター総合アレルギー科 外来

■当センターは厚⽣労働省「免疫アレルギー疾患患者に係る治療と仕事
の両⽴⽀援モデル事業」に取り組んでいます︕
厚⽣労働省は、「事業場における治療と仕事の両⽴⽀援のためのガイドライン」を発表し、

がんなどの疾病を抱えた患者さんが治療のために仕事をやめることのないよう、職場における
取組みを⽀援しています。

■アレルギー疾患の患者家族においても⽀援が必要とされています
近年の調査では、アレルギー疾患のために就職が不利になったり仕事内容が制限されたり、

仕事のせいで通院ができず症状が悪化する⽅や、お⼦さんのアレルギー疾患のために仕事が制
限されてしまう場合が⼀定数あるという問題が明らかになっています。

■治療と仕事の両⽴や、⽣活でのお悩みなど、両⽴⽀援コーディネー

ターがお⼿伝いします
成育などのアレルギー疾患医療拠点病院では「両⽴⽀援コーディネーター（ソーシャルワー

カー）」を中⼼に、患者さんやご家族の個々の治療、⽣活、勤務状況に応じた、治療と仕事の
両⽴に関する⽀援を⾏っています。

独⽴⾏政法⼈労働者健康安全機構

外来配布用チラシ

日時：月1回（第2火曜日PM）定期開催
参加：医療ソーシャルワーカー、医師など
（両立支援コーディネーター基礎研修者含む）

内容：主に入院患者を中心に、
• 就労支援・就労継続支援
• 経済的支援（医療費助成等の案内含む）
• 社会復帰・復学支援（学校との連携等）
• 心理社会的支援（育児支援含む）
• 退院支援（退院後の社会資源）
• 受診受療支援（他院受療への連携等）
• その他家族への支援
などについて情報交換

連携体制強化により
MSW介入事例↑
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短期研修参加者アンケート
• 短期研修参加者の現在の困りや、当センターが求められているニーズを把握するために
アンケート調査を実施（2025年12月）

• 回答数：49
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0% 50% 100%

アレルギーの治療や管理について困っている

アレルギー診療を行う医師が不足している

アレルギー専門診療に関わりたいが、その機会が得られていない

重症・難治性患者の適切な紹介先がない

状態が安定した患者の逆紹介先が不足している

成人移行する患者の紹介先が不足している

診療に関して相談できる相手がいない

勉強会や研修に参加する機会が不足している

ご自身のキャリアップについて悩んでいる

後輩医師の教育・指導について悩んでいる

コメディカル（看護師・薬剤師・栄養士など）との連携が十分に取れていない

現在困っていること：2024年度（N=57）

まったくない ない どちらともいえない ある とてもある

昨年度アンケート結果から
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移行期医療について（2025年度アンケート）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喘息

アトピー性皮膚炎

食物アレルギー

アレルギー性鼻炎・結膜炎

日頃の資料で移行期医療（成人科への移行）についてお困りですか？

まったくない ない どちらともいえない ある とてもある



Allergy Center, National Center for Child Health and Development

移行期医療について（2025年度アンケート）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喘息

アトピー性皮膚炎

食物アレルギー

アレルギー性鼻炎・結膜炎

成人（18歳以上）の診療を行っていますか？

行っていない

小児期発症で小児期からフォロー中の患者のみ診療を行っている

小児期発症の新規の成人患者の診療も行っている

成人発症の患者の診療も行っている
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移行期医療について（2025年度アンケート）

アレルギー診療の移行期医療について、困りごとや課題（自由記載）

• 成人の食物アレルギー（特に食物負荷試験・経口免疫療法）を診療できる施設が極めて少ない

• 成人の食物負荷試験を実施している医療機関がほぼない

• 経口免疫療法を継続できる成人診療科がほとんどない、小児科で継続せざるを得ない

• 紹介先が決まらない／紹介できる成人診療科が少ない

• 喘息、食物アレルギー、アトピー性皮膚炎など複数疾患を一括して診られる成人医療機関がない

• 成人領域の「トータル・アラジスト」が少ない

• 転居後に治療継続できず、ドロップアウトする患者が少なくない

• 成人患者に対して、移行の「きっかけ」をつかめない

• 患者・家族が小児科への通院継続を強く希望し、移行に前向きでない

• 内科・耳鼻科は待ち時間が長いなどの理由で移行を拒まれる など

特に、食物アレルギーの成人移行に対する課題が多い

→2026年度は成人食物アレルギー・移行支援をテーマとした研修会の開催を予定
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その他
アレルギー診療や関連業務において具体的にお困りのことや課題（自由記載）

• マンパワー・時間不足：外来逼迫、負荷試験・指導の実施制限

• 負荷試験・OITの受け皿不足：特にナッツアレルギーで顕著、紹介先も飽和

• 成人移行の困難さ：高校生以降の受診先が乏しい

• アトピー性皮膚炎診療の難しさ：外用・プロアクティブ療法の指導とアドヒアランス

• 専門医・相談先不足：地域格差が大きく、気軽なコンサルト体制がない

• スタッフ教育・体制整備の遅れ：マニュアル化・タスクシフトが進まない

• 制度・報酬の壁：頻回OFCや検査コストが実臨床に合わない

• 検査・診療の質のばらつき：不要な検査、治療適応の不統一

• 食事・栄養指導の困難さ：多品目アレルギー・完全除去例への対応

• 研修・学習機会の制約：地域・家庭背景による教育機会格差 など

当センターにどのようなことを求めますか？（自由記載）

→「研修会の開催」や「症例相談体制の整備」についての意見が多かった
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